


電子書籍の操作について

・   目次をクリックすると、該当ページまで移動します。
    また、移動先ページの見出しをクリックすると、目次に戻ります。

・ 「十字キー」やマウスのホイールを使用して読み進めます。

・ 「フルスクリーンモード」に設定すると、読みやすくなります。

     「フルスクリーンモード」設定方法
　    メニューバー「表示」→「フルスクリーンモード」
　    Escキーで元の表示に戻ります。

    ※パソコン環境により、「フルスクリーンモード」が使用できない
       場合がございます。







ま
え
が
き

二
〇
一
二
年
三
月
、
私
に
と
っ
て
衝
撃
的
な
「
事
件
」
が
起
き
た
。
青
森
―
大
阪
間
を
結
ん
で

い
た
寝
台
特
急
「
日
本
海
」
が
廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
日
本
海
回
り
で
、
約
十
五
時
間
か

け
て
走
っ
て
い
た
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
に
は
、
や
は
り
青
森
―
大
阪
を
日
本

海
回
り
で
結
ん
で
い
た
長
距
離
特
急
「
白
鳥
」
が
廃
止
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
で
私
の
大
切
な
青
春

の
思
い
出
が
二
つ
消
え
た
こ
と
に
な
る
。

三
十
五
年
以
上
も
前
の
、
ま
だ
寒
さ
の
残
る
三
月
、
私
は
深
夜
、
函
館
駅
か
ら
青
函
連
絡
船
に

乗
り
、
故
郷
北
海
道
を
後
に
し
た
。
京
都
の
学
校
に
進
学
す
る
た
め
で
あ
る
。
故
郷
を
離
れ
る
若

干
の
不
安
と
、
こ
れ
か
ら
待
ち
受
け
る
で
あ
ろ
う
新
し
い
生
活
へ
の
期
待
が
心
の
中
で
交
錯
し
て
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い
た
。
見
送
り
に
来
て
い
た
だ
い
た
近
所
の
人
に
も
ら
っ
た
お
に
ぎ
り
を
食
べ
な
が
ら
、
だ
ん
だ

ん
離
れ
て
い
く
故
郷
の
明
か
り
を
じ
っ
と
見
つ
め
た
。「
頑
張
っ
て
こ
い
よ
」
と
い
う
近
所
の
人

の
声
が
頭
の
中
で
響
い
た
。
ま
だ
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
な
か
っ
た
時
代
で
あ
る
。

四
時
間
の
船
旅
を
終
え
、
夜
が
明
け
き
ら
な
い
う
ち
に
青
森
駅
に
着
く
と
、
長
い
ホ
ー
ム
を
歩

い
て
、「
白
鳥
」
に
乗
り
込
ん
だ
。
い
つ
し
か
夜
が
明
け
、
朝
日
の
眩
し
い
日
本
海
の
光
景
が
眼

前
に
広
が
っ
た
。
秋
田
、
酒
田
を
過
ぎ
、
新
潟
に
入
る
。
ま
だ
雪
の
残
る
田
園
風
景
を
見
な
が
ら

「
地
図
で
は
小
さ
い
国
な
の
に
、
な
ん
と
遠
い
こ
と
よ
」
と
思
っ
た
も
の
で
あ
る
。
や
っ
と
の
思

い
で
京
都
に
着
い
た
の
は
す
で
に
夜
も
更
け
た
頃
。
こ
れ
が
「
日
本
海
」
だ
と
全
く
逆
で
朝
に
京

都
に
着
く
。
帰
省
の
た
び
に
「
日
本
海
」「
白
鳥
」
を
利
用
し
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の

特
急
に
は
特
別
な
思
い
が
あ
る
。
今
回
の
廃
止
の
ニ
ュ
ー
ス
に
触
れ
、
胸
の
中
の
寂
し
さ
は
消
し

よ
う
も
な
か
っ
た
。
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学
生
時
代
の
私
の
下
宿
は
、
金
閣
寺
や
北
野
天
満
宮
、
嵐
山
な
ど
も
近
く
、
観
光
に
は
便
利
な

所
だ
っ
た
の
で
よ
く
遊
び
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
学
生
の
身
分
ゆ
え
、
お
金
が
な
く
拝
観

料
は
払
え
な
い
。
時
折
開
か
れ
る
宝
物
の
特
別
展
の
類
い
な
ど
は
見
る
こ
と
が
叶
わ
ず
、
何
回
も

残
念
な
思
い
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

京
都
を
離
れ
て
早
三
十
年
。
東
京
の
会
社
に
就
職
し
て
か
ら
も
京
都
に
は
よ
く
行
く
。
同
じ
も

の
を
見
て
も
、
若
い
時
と
は
感
じ
方
が
違
う
よ
う
な
気
が
す
る
。
若
い
時
は
古
い
も
の
が
た
だ
た

だ
珍
し
か
っ
た
。
し
か
し
最
近
で
は
、
昔
の
人
々
が
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
神
社
や
寺
院
、
仏
像

を
造
り
、
相
対
し
た
の
か
を
少
し
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

修
学
旅
行
で
京
都
、
奈
良
に
行
く
学
校
は
今
で
も
多
い
と
思
う
が
、
十
代
で
は
神
社
、
仏
閣
な

ど
ま
だ
興
味
が
な
く
退
屈
な
思
い
を
す
る
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
一
定
の
人
生
経
験
を
積
ん
で
、
自
分
の
人
生
の
あ
り
方
、
生
き
方
を
顧
み
、
考
え
る
こ

5

まえがき



と
の
出
来
る
年
齢
に
な
っ
て
か
ら
訪
れ
る
と
、
よ
り
多
く
の
こ
と
を
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
本
は
学
術
書
で
も
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
も
な
い
。
若
い
女
性
に
人
気
の
ス
イ
ー
ツ
情
報
な
ど

も
な
い
。
神
社
、
仏
閣
、
あ
る
い
は
観
光
施
設
を
訪
れ
た
時
の
感
想
を
、
そ
こ
に
ま
つ
わ
る
歴
史

を
絡
め
て
綴
っ
た
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。
歴
史
の
解
釈
は
一
様
で
は
な
い
の
で
、
本
の
内
容
に
違
和

感
を
覚
え
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
本
は
あ
く
ま
で
私
の
個
人
的
な
感
想
を
書

い
た
ま
で
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

※
こ
の
本
は
、
Ａ
Ｓ
Ａ
（
朝
日
新
聞
販
売
所
）
橋
本
新
聞
販
売
株
式
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
た
も
の
を
加
筆
・
修
正
・
編
集
し
た
も
の
で
す
。

※
各
項
末
の
「
ア
ク
セ
ス
」
は
主
に
著
者
が
利
用
し
た
も
の
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

※
本
文
中
の
情
報
は
二
〇
一
二
年
六
月
時
点
の
も
の
で
す
。
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青し
ょ
う

蓮れ
ん

院い
ん

の
起
源
は
平
安
時
代
の
初
め
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
。
天
台
宗
の
開
祖
・
最
澄
が
設
立
し
た

比
叡
山
延
暦
寺
の
僧
侶
の
住
坊
の
一
つ
、
青
蓮
坊

が
始
ま
り
と
い
わ
れ
る
。
坊
の
十
二
代
住
職
行ぎ
ょ
う

玄げ
ん

が
鳥
羽
法
皇
の
帰
依
を
受
け
、
法
皇
の
皇
子
が
弟

子
に
な
っ
た
際
、
京
の
現
在
地
に
殿
舎
を
造
営
し

青
蓮
院
と
な
っ
た
。

青
蓮
院
は
、
平
安
時
代
に
制
作
さ
れ
た
仏
画
、

青
不
動
で
名
高
い
。
高
野
山
金
剛
峯
寺
（
和
歌
山

県
高
野
町
）
の
赤
不
動
、
三
井
寺
（
滋
賀
県
大
津

市
）
の
黄
不
動
と
共
に
、
日
本
の
三
大
不
動
に
数

え
ら
れ
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
怒
り
に
満

くじ引きで決まった
「将軍さま」
1・青蓮院
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ち
た
そ
の
表
情
は
、
人
々
を
救
お
う
と
す
る
固
い

決
意
を
表
わ
し
て
い
る
。
右
手
の
剣
で
煩
悩
を
断

ち
切
り
、
左
手
の
羂け
ん

索さ
く

（
＝
縄
状
の
仏
具
）
で
悪

を
縛
り
上
げ
る
と
い
わ
れ
る
。

南
隣
に
は
知
恩
院
が
あ
り
、
八
坂
神
社
や
清
水

寺
も
近
い
。
こ
の
辺
り
の
寺
院
に
は
、
二
十
代
の

頃
か
ら
何
度
も
来
て
い
る
が
、
年
齢
を
重
ね
る
に

従
い
、
感
じ
方
に
変
化
を
感
じ
る
。
若
い
頃
は
古

い
も
の
に
な
ん
と
な
く
心
ひ
か
れ
る
だ
け
だ
っ
た
。

今
は
不
安
や
苦
悩
を
背
負
い
な
が
ら
生
き
ね
ば
な

ら
な
い
人
々
が
、
救
い
を
仏
に
求
め
た
心
情
が
よ

く
分
か
る
。
自
分
も
ま
た
悩
み
多
き
人
生
を
歩
ん

青蓮院・薬医門
誰がくじ引きで選ばれると思うだろうか……
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で
い
る
た
め
だ
ろ
う
か
。

独
裁
政
権
の
印
象
が
強
い
封
建
時
代
だ
が
、
実
は
「
談
合
」
政
治
が
長
く
続
い
た
。
例
え
ば
室

町
時
代
は
、
有
力
大
名
の
「
寄
合
」
と
呼
ば
れ
る
話
し
合
い
で
国
家
政
策
は
決
定
さ
れ
た
。
最
高

権
力
者
の
将
軍
の
選
出
で
さ
え
同
様
で
、
四
代
将
軍
足あ
し

利か
が

義よ
し

持も
ち

の
後
継
は
、
四
人
の
候
補
者
の
中

か
ら
、
な
ん
と
く
じ
引
き
で
決
め
ら
れ
た
。“
当
選
”
は
「
青
蓮
院
准じ
ゅ

后ご
う

」、
つ
ま
り
青
蓮
院
の
門

主
、
足
利
義よ
し

教の
り

で
あ
っ
た
。
本
人
が
歓
喜
し
た
か
愕
然
と
し
た
か
は
知
ら
な
い
が
、
こ
れ
も
争
い

を
回
避
す
る
た
め
の
知
恵
か
。

談
合
の
横
行
は
現
在
、
大
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
景
気
低
迷
の
中
、
こ
の
悪
弊
は
国
や
地
方
の

中
枢
機
関
に
ま
で
及
び
、
日
本
の
低
迷
の
元
凶
で
も
あ
る
。
談
合
事
件
の
摘
発
も
頻
繁
に
報
道
さ

れ
て
い
る
。
は
た
し
て
日
本
人
は
、
長
年
に
亘
っ
て
染
み
付
い
た
こ
の
悪
弊
を
、
断
ち
切
る
勇
気

を
持
て
る
の
だ
ろ
う
か
。
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MEMO

●青蓮院
天皇や摂関家が門主になる門跡寺院。三千院、妙
法院と共に、天台宗の三門跡の一つ。
●青不動
国宝。炎を背負った不動明王図。平安時代の制作。
仏教絵画の傑作といわれる。
●足利義持
金閣寺を造った３代将軍足利義満の子。
●足利義教
義持の弟。出家して義円と名乗っていた。

アクセス

地下鉄東西線「東山」下車。三条通を東へ、三条神
宮道交差点を南へ。徒歩10分。
住所：京都市東山区粟田口三条坊町69の１

東　

山
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そ
の
年
の
世
相
を
漢
字
一
字
で
表
す
「
今
年
の

漢
字
」
は
、
年
末
恒
例
の
行
事
と
し
て
す
っ
か
り

お
な
じ
み
に
な
っ
て
い
る
。
書
い
て
い
る
の
は
、

清
水
寺
の
貫
主
で
あ
る
。
そ
の
清
水
寺
の
創
建
時

の
有
力
な
パ
ト
ロ
ン
が
、
東
北
出
征
で
有
名
な

坂さ
か
の

上う
え
の

田た

村む
ら

麻ま

呂ろ

で
あ
っ
た
。

清
水
寺
の
南
苑
の
一
画
に
、
ア
テ
ル
イ
と
モ
レ

の
顕
彰
碑
が
あ
る
。
ア
テ
ル
イ
と
は
、
田
村
麻
呂

の
遠
征
軍
と
激
闘
を
繰
り
広
げ
た
東
北
の
勇
者
で

あ
る
。
モ
レ
は
そ
の
腹
心
で
あ
っ
た
。
当
時
、
東

北
地
方
は
蝦え
み
し夷

と
呼
ば
れ
、
ま
だ
大
和
朝
廷
に
服

属
し
て
お
ら
ず
、
蝦
夷
か
ら
見
る
と
、
朝
廷
の
遠

英雄と英雄―
1200年の時を越え

2・清水寺
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征
軍
は
平
和
を
乱
す
侵
略
者
で

あ
っ
た
。
東
北
で
産
出
す
る
金
を

独
占
し
た
い
大
和
朝
廷
に
対
し
、

ア
テ
ル
イ
達
の
独
立
と
尊
厳
を
守

る
抗
戦
が
続
い
た
。

抵
抗
に
手
を
焼
い
た
朝
廷
は
、

坂
上
田
村
麻
呂
を
征
夷
大
将
軍
に

任
命
し
、
東
北
征
伐
に
当
た
ら
せ

た
。
ア
テ
ル
イ
達
の
奇
襲
も
、
長

年
東
北
遠
征
に
参
加
し
て
経
験
を

積
み
、
捲
土
重
来
を
期
し
た
老
練

な
田
村
麻
呂
の
知
略
に
敵
わ
ず
、

扌清水寺　見学者の絶え
ない“清水の舞台”

➡坂上田村麻呂の墓
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激
戦
の
は
て
、
つ
い
に
降
伏
し
た
。
東
北
を
大
和
朝
廷
に
組
み
入
れ
る
こ
と
に
成
功
し
た
田
村
麻

呂
だ
が
、
そ
れ
ま
で
わ
ず
か
な
兵
で
、
朝
廷
の
大
軍
を
こ
と
ご
と
く
撃
破
し
て
い
た
ア
テ
ル
イ
達

の
勇
敢
な
戦
い
に
敬
服
し
、
そ
の
助
命
を
朝
廷
に
願
い
出
た
。
だ
が
そ
れ
は
却
下
さ
れ
、
ア
テ
ル

イ
と
モ
レ
は
河
内
（
大
阪
）
で
処
刑
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

京
都
・
山
科
の
勧
修
小
学
校
の
北
隣
の
児
童
公
園
に
、
坂
上
田
村
麻
呂
の
墓
が
あ
る
。
こ
こ
は

平
安
遷
都
一
一
〇
〇
年
を
記
念
し
一
八
九
五
年
、
そ
の
功
績
を
称
え
て
墓
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。

一
人
敵
か
ら
都
を
守
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
孤
高
の
英
雄
の
雄
姿
を
見
る
思
い
で
あ
る
。

ア
テ
ル
イ
と
モ
レ
は
天
皇
に
反
逆
し
た
と
し
て
、
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
抹
殺
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
平
安
遷
都
一
二
〇
〇
年
祭
の
さ
い
、
両
雄
の
故
郷
、
岩
手
県
水
沢
・
江え

刺さ
し

地
方
（
現
在
の
奥

州
市
）
ゆ
か
り
の
人
々
に
よ
っ
て
、
清
水
寺
に
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
一
二
〇
〇
年
の
時
を
経
て
、

ア
テ
ル
イ
達
の
名
誉
が
回
復
さ
れ
、
田
村
麻
呂
も
安
堵
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
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MEMO

●清水寺
賢心（後に延

えん

鎮
ちん

と改名）が778年に開創。坂上田
村麻呂の帰依により発展した。
●坂上田村麻呂
54歳で死去し、甲

かっ

冑
ちゅう

姿で剣や弓矢を携え、立ち
姿のまま葬られたという。
●アテルイ、モレ
平安時代初期、20年以上朝廷と戦った。漢字で
は阿

ア

弖
テ

流
ル

爲
イ

、母
モ

礼
レ

。
●征夷大将軍
蝦夷を攻めた遠征軍の責任者。一時中絶したが、
鎌倉時代以後は性格を変え幕府の責任者を指す語
となった。

アクセス

清水寺・市バス「清水道」下車。清水坂を東へ。徒
歩10分。
坂上田村麻呂の墓・地下鉄東西線「椥

なぎ

辻
つじ

」下車。新
十条通を東へ、新十条西野道交差点を南へ。徒歩
15分。
住所：清水寺・京都市東山区清水1の294
住所：坂上田村麻呂の墓・京都市山科区勧修寺東栗

くり

栖
す

野
の

町
ちょう

東　

山
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途
中
省
略

続
き
は
製
品
版
に
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。
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